
　
三
月
二
五
日
つ
づ
き

　
夕
方
二
川
幸
夫
佐
賀
に
。
六
時
よ
り
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
食
事
。
相
変
わ
ら
ず

の
元
気
振
り
を
発
揮
。
「
キ
ミ
ね
、
利
休
重
源
空
海
は
ア
レ
は
魔
術
師
だ

ぜ
。
」
こ
う
い
う
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
長
島
茂
雄
型
の
直
感
は
凄
い
も
の

が
あ
る
の
だ
な
、
相
変
ら
ず
。
二
一
時
過
、
Ｂ
ａ
ｒ
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
っ

て
休
む
。
こ
れ
位
の
酒
が
今
の
私
に
は
丁
度
良
い
。
ま
こ
と
に
弱
く
な
っ
た
。

二
川
さ
ん
に
は
敵
わ
な
い
の
だ
。

　
三
月
二
六
日

　
第
一
講
森
正
洋
　
第
二
講
安
藤
忠
雄
　
第
三
講
二
川
幸
夫
。

　
全
て
充
実
し
た
講
議
で
あ
っ
た
。
達
人
は
皆
や
さ
し
い
言
葉
で
語
る
。
佐

賀
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
終
る
が
、
か
く
の
如
き
人
間
関
係
は
残
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
。

　
難
波
和
彦
、
松
村
秀
一
、
中
川
武
来
校
。
「
お
さ
む
」
で
食
事
。
「
お
さ

む
」
に
も
世
話
に
な
っ
た
。

　
三
月
二
七
日

　
松
村
秀
一
レ
ク
チ
ャ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
こ
こ
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
ま
と
め

で
最
も
ク
リ
ア
ー
な
ス
タ
イ
ル
の
も
の
だ
っ
た
。
若
い
学
生
に
も
良
い
影
響

を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
学
生
は
と
も
か
く
私
に
は
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
日
本

の
産
業
と
し
て
の
建
設
業
の
一
部
が
向
か
う
べ
き
方
向
を
確
実
に
示
し
た
。

イ
ー
ム
ズ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
（
自
邸
）
に
対
す
る
見
解
は
す
で
に

私
の
考
え
と
共
有
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
松
村
氏
は
内
田
研
究
室
が
持
っ
て

い
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
持
た
ざ
る
を
得
な
い
波
風
立
て
ぬ
中
庸
の
精
神
を
打

破
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
。
剣
持
　
以
来
の
人
材
だ
ろ
う
。

　
第
二
講
中
川
武
　
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
保
存
論
。

　
午
後
、
来
客
、
沖
縄
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
夕
食
は
彼
等
と

料
亭
で
会
食
。
九
時
ホ
テ
ル
。
休
む
。
深
夜
、
止
せ
ば
い
い
の
に
サ
ッ
カ
ー

の
Ｔ
Ｖ
中
継
を
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
音
だ
け
聞
く
。
何
故
、
サ
ッ
カ
ー
な
ん
か

関
心
な
い
の
に
そ
う
し
て
い
る
の
か
が
解
ら
な
い
が
中
田
が
復
活
し
た
ら
し

い
。
中
田
、
イ
チ
ロ
ー
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
日
本
人
だ
。

　
三
月
二
八
日

　
朝
、
私
の
最
終
講
議
。
昼
福
岡
へ
。
宮
本
さ
ん
と
打
合
わ
せ
、
昼
食
。
十

七
時
佐
賀
へ
戻
り
、
県
庁
で
井
本
知
事
に
あ
い
さ
つ
。
三
年
間
の
御
礼
を
述

べ
る
。
夕
方
権
藤
氏
来
校
。
懸
案
の
件
決
め
る
。
川
副
さ
ん
に
も
お
世
話
に

な
っ
た
。
年
寄
り
に
は
皆
潜
在
能
力
が
在
る
。
野
村
安
藤
の
報
告
を
聞
く
。

安
藤
は
正
念
場
で
あ
る
。

　
三
月
二
九
日

　
朝
六
時
起
床
。
今
日
は
佐
賀
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
最
終
日
。
体
力
気
力
共
こ

れ
く
ら
い
が
限
界
だ
。
野
村
は
も
う
少
し
そ
の
使
い
道
を
拡
張
し
て
考
え
た

方
が
良
い
な
。
あ
の
人
柄
は
貴
重
だ
。
沖
縄
は
な
ん
ら
か
の
形
を
任
せ
て
み

よ
う
か
。
帰
京
し
た
ら
沖
縄
の
件
で
動
く
。
佐
賀
で
の
体
験
を
生
か
し
て
、

も
う
少
し
具
体
的
な
モ
ノ
作
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
い
。
そ
れ
が
一
番
困
難
な

事
な
ん
だ
け
れ
ど
。

　
最
終
講
評
会
。
十
七
時
半
終
了
。
井
本
知
事
に
よ
る
恒
例
の
修
了
証
書
授

与
式
。
井
本
知
事
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
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三
月
三
〇
日

　
今
日
は
梅
木
、
権
藤
と
会
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
事
を
相
談
し
て
帰
京
の
予

定
。
長
く
て
短
い
三
年
間
で
あ
っ
た
。
朝
難
波
氏
と
食
事
。
十
時
学
校
へ
。

十
一
時
佐
賀
新
聞
梅
木
氏
と
会
う
。
武
雄
の
森
正
洋
さ
ん
宅
へ
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
将
来
の
事
話
し
合
う
。
沖
縄
の
土
の
建
築
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
楽
し
く
や
り
た
い
な
、
遠
く
で
や
る
な
ら
ば
徹
底
的
に
目

的
を
明
快
に
し
な
け
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
意
味
が
な
い
。
森
正
洋
さ
ん

だ
っ
て
病
を
お
し
て
３
年
間
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
の

だ
か
ら
今
度
は
本
格
的
な
事
を
や
ら
な
く
て
は
生
き
て
る
意
味
が
な
い
。
ア

ト
片
付
け
で
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
を
残
し
て
佐
賀
を
去
る
。
福
岡
空
港

で
安
藤
か
ら
宮
本
さ
ん
と
の
打
合
わ
せ
の
報
告
を
聞
く
。
安
藤
の
面
白
い
と

こ
ろ
は
馬
鹿
気
た
青
臭
い
野
心
が
無
い
と
こ
ろ
だ
な
。
自
分
を
買
い
か
ぶ
っ

て
な
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
自
分
は
デ
ザ
イ
ン
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
た
り
、

独
特
な
発
想
の
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
女
学
生
く
ら
い
馬
鹿
は
な
い
か
ら
。

そ
れ
が
無
い
っ
て
こ
と
は
才
能
な
ん
だ
よ
ね
。
安
藤
向
井
を
福
岡
空
港
に
残

し
て
一
便
早
く
羽
田
へ
。

　
丸
い
月
が
飛
行
機
の
窓
か
ら
見
え
て
い
る
。

　
三
月
三
十
一
日
　
日
曜
日

　
朝
、
久
し
ぶ
り
に
屋
上
菜
園
へ
上
る
。
程
良
く
緑
が
増
え
て
い
た
。
台
所

の
生
ゴ
ミ
を
土
に
埋
め
る
。
前
の
を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
と
す
っ
か
り
土
に

な
っ
て
い
た
。
早
い
の
は
一
週
間
で
土
に
な
る
そ
う
だ
。
生
ゴ
ミ
も
湯
気
を

立
て
る
位
に
熱
を
持
っ
て
る
か
ら
な
あ
。
午
後
星
の
子
愛
児
園
現
場
へ
。
今

は
こ
れ
が
精
一
杯
だ
ろ
う
。
園
長
先
生
も
保
母
さ
ん
達
も
喜
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
よ
う
で
、
ひ
と
ま
ず
は
安
心
。
夕
方
日
経
コ
ラ
ム
書
く
。
屋
上
に
木
い

ち
ご
の
小
木
植
え
た
。
小
木
と
い
う
よ
り
苗
木
だ
な
。
サ
ヤ
エ
ン
ド
ー
と
ス

イ
ト
ピ
ー
に
添
木
を
し
て
糸
で
ツ
ル
を
支
え
て
や
る
。
照
れ
ち
ゃ
う
ね
。
全

く
。
明
日
は
私
の
五
八
才
の
誕
生
日
で
あ
る
。
何
の
感
慨
も
無
い
。
無
駄
を

省
き
な
が
ら
こ
の
ま
ま
進
む
し
か
な
い
。

　
夜
、
二
〇
〇
二
年
度
の
仕
事
に
関
し
て
の
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｍ
Ａ

Ｐ
作
る
。
思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
に
出
来
上
が
っ
た
。
佐
賀
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
蔭
様
だ
。

　
地
下
で
は
私
の
打
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
を
作
ら
せ
よ
う
。
コ
の
字
型
平
面
の

現
在
物
置
き
に
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
部
屋
を
改
造
す
る
。

　
夜
、
稲
光
り
し
て
雷
鳴
っ
た
後
、
光
々
た
る
月
夜
。
今
日
は
早
稲
田
バ
ウ

ハ
ウ
ス
ス
ク
ー
ル
Ｏ
Ｂ
の
八
頭
司
、
黒
田
、
太
田
が
は
る
ば
る
訪
ね
て
く
れ

た
が
ス
レ
ち
が
い
で
失
礼
し
た
。
二
日
に
仕
切
り
直
し
と
す
る
。
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